
＜幸せ＞

子どもの「幸せ」に

つながるか

＜感動＞

子どもに「感動」が

生まれるか

あいさつ

歌

花

イエローリボン

命を大切に生きる

①「命を守る」

②「命を伸ばす」

③「命を支える」

令和２年度 安城市立安城南中学校グランドデザイン

予測困難な社会の変化

求められる資質・能力の変化

新学習指導要領

三つの柱 三つの柱

＜教育目標＞
よりよい生き方を求めて、
「互いに認め合い、助け合い、励まし合って、自ら進んで行動する生徒」の育成

［知］確かな学力を身につける生徒 ［徳］心を揺さぶりながら自分を拓く生徒
［体］たくましい体力・気力を身につける生徒［労］感謝と奉仕の気持ちで働く生徒

＜校訓＞

拓く

＜めざす子どもの資質・能力＞

自主・自立
非認知能力

やり抜く力・ 忍耐力・自制心・思いやり
協働する力・しなやかさ・回復力

＜学校経営方針＞

幸せ・感動・one南中

本年度の重点努力目標

ア 日々の子どもたちとのつながりを大切にする。

・基本は学級づくり。これを支える学年、学校。多くのつながりの中で子どもを支える。

・常にねらいに立ち返って「何をどう行うのか」を考え、各種教育活動の充実を図る。

・「あゆみルーム」などを活用して不登校支援の充実を図り、一人一人の居場所をつくる。

イ 「学び合い」のある楽しい授業を創造する。

・わかる喜び、できる喜び、かかわる喜び、問題が解決する喜びのある授業づくりを進める。

・「考える力」と「協働する力」の育成及び「振り返り」を重視する。

ウ 感動のある活動を創造する。

・「自知」→「立志」→「自立」へと３年間を見通したキャリア教育を進める。

・「学校行事」「生徒会活動」を充実させ、感動を創造する。

エ 「one南中」として、日々の教育活動を推進する。

・仲間が好き・仕事が好き・学校が好きを合い言葉に切磋琢磨できる教職員集団を築く。

・保護者・地域との連携（情報の共有）

・生産年齢人口の減少

・グローバル化の進展

・絶え間のない技術革新

・少子高齢化 ・2030年問題
・人工知能（ＡＩ）の飛躍的進化

中央教育審議会答申

①何ができるようになるか

②何を学ぶか

③どのように学ぶか

④子ども一人一人の発達をどの

ように支援するか

⑤何が身についたか

⑥実施するためには何が必要か

「知識及び技能」の育成

「思考力、判断力、表現力等」の育成

「学びに向かう力、人間性等」の涵養

＜安城市＞

学校教育の指導方針

〇命の教育の推進

〇学び合いのある

授業づくり

〇一人ひとりへの

きめ細かな支援

あいちの教育ビジョン

２０２０

＜基本理念＞

「自らを高めること」と

「社会に役立つこと」を

基本的視点とした「あい

ちの人間像」の実現

＜あいちの人間像＞

・ともに生きる

・自分を生かす

・学び続ける

・あいちを創る

・世界にはばたく


